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【研究プロジェクト名および概要】 

 
 

I. マウス ES 細胞の多能性維持機構に関する研究 

マウス ES 細胞の多能性を規定する分子機構を、主に転写因子ネットワークの観点から解析する。 

Ⅱ. マウス ES 細胞のTS細胞への分化機構に関する研究 

マウス ES 細胞のTS細胞への分化誘導系を用いて、転写因子ネットワークの遷移機構を解析する。 
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【連絡先】 電話: 096-373-6807 Fax: 

【ホームページ】http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp 
 

 

【特殊技術・特殊装置】 

1. 胚性幹細胞培養、遺伝子導入ならびに操作技術 

2. 多能性幹細胞の培養、多能性幹細胞の分化誘導 

3. 倒立型蛍光顕微鏡装置、実体蛍光顕微鏡 

4. ライブイメージング装置 

http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/
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